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　そして同 2005 年 2 月には、21 世紀を生きる子どもたちの教育の充実を図るため、国の
教育課程の基準全体の見直しについて検討するよう、中教審に要請し、審議が開始された。
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　近年、幼児教育、保育の重要性が強調され、その改善や充実に向けた様々な方
策が検討、実施されている。2006 年に教育基本法が一部改正され「幼児期の教育」
のあり方について明記され、それに伴う 2007 年の学校教育法の改正では、学校
種の規定順が変更され、幼稚園が学校教育体系におけるスタートの段階に明確に
位置づけられた。また、幼児期における教育・保育の「量」の拡充と「質」の向
上を目指し、2015 年に「子ども・子育て支援新制度」がスタートした。
　このように幼児教育を重視する流れの中で、その教育内容をいかにしてゆくの
か、上位の学校段階にどう接続させたらよいか、教育内容の質をいかに向上させ
ていくか等が大きな課題になっている。
　本稿では、幼稚園における教育内容とりわけ教育課程やその編成のあり方につ
いてどのように捉えられてきたのかを幼稚園教育要領の変遷を辿りながら整理
し、幼稚園教育における教育課程の今日的特徴や意義、課題について検討する。

